
（宮崎県）

森
と
海
が
織
り
な
す 

串
間
市
流
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ま
ち
づ
く
り

　

宮
崎
空
港
か
ら
公
共
交
通
を
利
用
し
、
宮
崎
県
串

間
市
に
入
る
に
は
、
ま
ず
Ｊ
Ｒ
九
州
・
宮
崎
空
港
線

と
日
南
線
を
乗
り
継
ぎ
、
油あ
ぶ
ら
つ津（

日
南
市
）経
由
で
串

間
駅
に
到
達
す
る
方
法
が
一
般
的
だ
。
ま
た
は
、
宮

崎
空
港
か
ら
路
線
バ
ス
で
油
津
に
行
き
、
Ｊ
Ｒ
九

州
・
日
南
線
の
油
津
駅
か
ら
串
間
駅
に
向
か
う
ル
ー

ト
も
あ
る
。

　

し
か
し
、
取
材
時
（
令
和
３
／
２
０
２
１
年
10
月

28
日
）
の
日
南
線
は
、
９
月
16
日
に
宮
崎
県
に
上
陸

し
た
台
風
14
号
の
大
雨
の
影
響
に
よ
り
、
宮
崎
市
内

で
発
生
し
た
土
砂
崩
れ
で
寸
断
さ
れ
た
ま
ま
、
運
行

休
止
が
続
い
て
い
た
（
令
和
３
年
12
月
11
日
に
完
全

復
旧
し
た
）。

　

そ
こ
で
取
材
に
際
し
て
は
、
宮
崎
空
港
か
ら
日
南

市
・
油
津
待
合
所
ま
で
の
路
線
バ
ス
を
利
用
。
９
月

27
日
か
ら
運
行
開
始
さ
れ
て
い
る
Ｊ
Ｒ
九
州
油
津
駅

〜
串
間
駅
を
結
ぶ
Ｊ
Ｒ
の
代
替
運
行
バ
ス
（
代
替
バ

ス
運
行
全
区
間
は
宮
崎
県
・
青
島
駅
〜
鹿
児
島
県
・

志
布
志
駅
）に
乗
り
継
ぎ
、
串
間
市
に
入
っ
た
。

　

そ
の
間
の
所
要
時
間
は
、
Ｊ
Ｒ
を
普
通
に
使
っ
た

場
合
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
２
時
間
20
分
前
後
で

済
ん
だ
。
ま
た
、
日
南
市
か
ら
串
間
市
に
か
け
て
の

日
南
海
岸
沿
い
の
道（
主
に
国
道
２
２
０
号
）を
走
る

こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
日
南
海
岸
の
雄
大
か
つ
変
化

に
満
ち
た
絶
景
を
、
日
南
線
の
車
窓
か
ら
見
る
風
景

よ
り
、
さ
ら
に
海
に
近
い
位
置
か
ら
堪
能
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

日
南
海
岸
は
大
分
県
南
部
か
ら
宮
崎
県
全
域
、
さ

ら
に
鹿
児
島
県
境
ま
で
に
至
る
全
長
約
４
０
０
㎞
も

の
長
大
な
日ひ
ゅ
う
が向
灘
沿
い
の
海
岸
線
の
う
ち
、
主
に
南

側
の
エ
リ
ア（
全
長
約
１
２
０
㎞
）を
指
す
。
日
南
海

岸
は
全
域
が
日
南
海
岸
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
日
向
灘
の
北
部
側
に
位
置
す
る
日に
っ
ぽ
う豊

海
岸
（
全

長
約
１
２
０
㎞
）
も
、
日
豊
海
岸
国
定
公
園
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。

　

日
向
灘
に
面
す
る
自
治
体
は
延
岡
市
、
日
向
市
、

宮
崎
市
、
日
南

市
、
串
間
市
を
は

じ
め
と
す
る
計
10

市
町
。
と
り
わ
け
、
宮

崎
県
お
よ
び
日
南
海
岸
の
最
南
端

に
し
て
九
州
南
東
端
に
位
置
す
る
串
間
市

は
、
市
域
の
南
側
一
帯
が
鹿
児
島
県
と
の
県
境

（
志
布
志
市
）と
な
る
志
布
志
湾
に
面
し
て
お
り
、
南

国
の
風
情
が
ひ
と
き
わ
色
濃
く
漂
う
ま
ち
と
し
て
、

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　
「
日
南
海
岸
は
リ
ア
ス
式
の
崖
海
岸
が
多
く
、
崖

市 政 ル ポ 串
く し ま

間市

島
しまだ

田俊
としみつ

光
串間市長

太
陽
と
海
と
緑
の
大
地
が
織
り
な
す
多
様
性
と
持
続
性

森
と
海
の
循
環
で
目
指
す
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ま
ち
づ
く
り
‼
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や
岩
礁
の
間
に
ポ
ケ
ッ
ト
ビ
ー
チ（
小
規
模
な
砂
浜
）

が
点
在
し
て
い
ま
す
。
串
間
市
も
同
様
で
、
海
岸
線

が
非
常
に
長
い
割
に
、
海
水
浴
場
は
高
松
海
水
浴
場

一
カ
所
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
高
松
海
水
浴

場
は
環
境
省
が
監
修
す
る
海
水
浴
場
水
質
調
査
で
長

年
に
わ
た
り
、
最
高
ラ
ン
ク
の
水
質
Ａ
Ａ
を
維
持
し

て
い
ま
す
。
そ
の
事
実
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
国
指

定
天
然
記
念
物
《
岬
馬
の
繁
殖
地
・
都と

い井
岬
》（
※
都

井
岬
は
旧
高
鍋
藩
時
代
の
放
牧
地
で
、
岬
馬
／
御
崎

馬
は
高
鍋
藩
が
飼
育
し
た
日
本
在
来
種
が
半
野
生

化
。
現
在
も
繁
殖
を
続
け
て
い
る
）お
よ
び《
文
化
猿

の
繁
殖
地
・
幸こ
う
じ
ま島

》（
※
幸
島
は
周
囲
約
３
・
５
㎞
の

離
島
。
こ
こ
に
生
息
す
る
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
群
は
人
間

の
よ
う
に
海
水
で
餌
の
芋
を
洗
う
行
動
を
見
せ
る
た

め
、
文
化
猿
の
呼
称
が
生
ま
れ
た
）
な
ど
も
含
む
、

串
間
市
の
海
岸
線
の
美
し
さ
は
比
類
な
い
も
の
で
、

本
市
の
大
き
な
自
慢
で
す
。

　

ま
た
、
単
に
美
し
い
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
カ
ウ

ミ
ガ
メ
を
は
じ
め
と
す
る
多

様
な
野
生
生
物
の
繁
殖
地
が

日
南
海
岸
全
域
の
随
所
に
あ

り
、
植
生
が
豊
か
で
、
都
井

岬
は
ソ
テ
ツ
の
北
限
自
生
地

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
串
間
市
を
含
む

日
南
海
岸
全
体
が
、
こ
う
し

た
美
し
く
豊
か
な
海
岸
線
を

維
持
し
て
こ
ら
れ
た
最
大
要

因
の
一
つ
が
、
実
は
宮
崎
県

の
内
陸
部
に
広
が
る
健
全
な

森
林
に
あ
る
こ
と
は
、
意
外

に
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
」

　

そ
う
語
る
島
田
俊
光
串
間

市
長
は
、
10
代
の
頃
か
ら
林

業
一
筋
の
人
生
を
歩
ん
で
き

た
。
串
間
市
森
林
組
合
組
合

長
、
南み
な
み
な
か

那
珂
森
林
組
合
組
合

長
、
宮
崎
県
森
林
組
合
連
合
会
代
表
理
事
会
長
な
ど

を
歴
任
後
、
宮
崎
県
議
会
議
員
（
１
期
）
な
ど
を
経

て
、
平
成
29（
２
０
１
７
）年
10
月
８
日
に
串
間
市
長

に
就
任
。
令
和
３
年
10
月
８
日
か
ら
、
在
職
２
期
・

５
年
目
を
迎
え
て
い
る
（
※
南
那
珂
森
林
組
合
の
南

那
珂
は
、
現
在
の
日
南
市
・
串
間
市
の
エ
リ
ア
を
指

す
旧
行
政
区
域
・
南
那
珂
郡
に
由
来
す
る
地
域
名
）。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
ま
ち
を
目
指
す

串
間
市
の
新
た
な
シ
ン
ボ
ル

　
「
有
名
な
『
森
は
海
の
恋
人
』
と
い
う
言
葉
を
つ

く
っ
た
の
は
、
養
殖
漁
業
家
と
し
て
知
ら
れ
、
京
都

大
学
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
社
会
連

携
教
授
で
も
あ
る
畠
山
重
篤
さ
ん
で
す
が
、
そ
れ
は

ま
さ
に
林
業
の
世
界
に
長
年
生
き
て
き
た
私
の
持
論

と
も
一
致
す
る
言
葉
で
す
。

世界中の動物学者を驚かせた幸島の文化猿たち

崖海岸と岩礁が主体となった美しくもワイルドな魅力の日南海岸

串間市の豊かな自然のシンボル・都井岬の岬馬（御崎馬）

串間市

宮崎市
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私
は
長
年
に
わ
た

り
、
林
業
家
の
立
場
か

ら
森
と
海
の
循
環
に
よ

る
環
境
保
全
を
、
一
種

の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。
た
ま
た
ま
ご

縁
が
あ
っ
て
、
平
成
29

年
か
ら
串
間
市
長
へ
と

立
場
を
変
え
た
現
在
は
、

そ
の
考
え
方
を
市
政
に

反
映
す
る
こ
と
に
よ
り
、

さ
ら
に
幅
の
広
い
取
り

組
み
へ
と
、
進
化
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
つ
つ
あ

る
実
感
を
覚
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
大
き
な
契
機
は
、
私
が
市
長

に
就
任
す
る
２
年
前
の
平
成
27

（
２
０
１
５
）年
に
、
国
連
が『
持
続
可

能
な
開
発
の
た
め
の
２
０
３
０
ア

ジ
ェ
ン
ダ
／
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』
を
採
択
し
、

17
項
目
に
わ
た
る
国
際
社
会
共
通
の

目
標
（
ゴ
ー
ル
）
を
定
め
た
こ
と
に
あ

り
ま
す
。

　

国
連
の
方
針
を
受
け
て
、
現
在
、

全
国
の
自
治
体
は
各
自
の
地
域
性
に

応
じ
た
、
環
境
へ
の
配
慮
を
軸
と
す

る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ

ま
す
。
そ
の
手
法
は
千
差
万
別
で
す
が
、
串
間
市
が

進
め
よ
う
と
し
て
い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ま
ち
づ
く
り

は
、
私
が
長
年
の
持
論
と
し
て
き
た
、
ま
さ
に
森
と

海
を
車
の
両
輪
と
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
核
と
し
て

い
ま
す
」（
島
田
市
長
）

　

島
田
市
長
は
２
期
目
の
市
政
を
開
始
す
る
に
当
た

り
、『
広
報
く
し
ま
』（
令
和
３
年
11
月
号
）に
寄
せ
た

市
長
就
任
の
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
令
和
３
年
度
か
ら

を
計
画
期
間
と
す
る
「
第
六
次
串
間
市
長
期
総
合
計

画
」お
よ
び「
第
２
期
串
間
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
自
ら
の
２
期
目
の
市
政
で
特
に
重
点

的
に
取
り
組
む
三
つ
の
政
策
と
し
て
、「
防
災
拠
点

施
設
の
整
備
」「
脱
炭
素
社
会
の
実
現
推
進
」「
１
０
０

歳
健
康
社
会
の
実
現
」を
挙
げ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
「
串
間
市
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
ま

ち
を
目
指
す
」
と
、
あ
い
さ
つ
の
中
で
明
言
す
る
こ

と
に
よ
り
、
重
点
施
策
の
中
心
軸
が
「
脱
炭
素
社
会

の
実
現
と
推
進
」に
あ
る
こ
と
も
改
め
て
示
し
た
。

　

脱
炭
素
社
会
の
構
築
を
目
指
す
串
間
市
に
お
け

る
、
直
近
の
端
的
な
動
き
の
事
例
を
挙
げ
る
と
、
令

和
２（
２
０
２
０
）年
12
月
11
日
、
２
０
５
０
年
ま
で

に
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
目
指

す
《
串
間
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
》
を
、
宮

崎
県
内
の
自
治
体
で
初
め
て
表
明
し
て
い
る
。

　
「
串
間
市
は
そ
れ
ま
で
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
を
掲

げ
、
雄
大
な
自
然
を
背
景
と
す
る
風
力
発
電
、
豊
か

な
森
林（
主
に
杉
な
ど
の
植
林
地
）か
ら
出
る
間
伐
材

な
ど
を
活
用
し
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
、
太
陽
光

発
電
、
小
水
力
発
電
、
地
下
水
熱
利
活
用
な
ど
、
各

種
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
等
を
順
次
整
備
し

て
、
循
環
型
社
会
へ
の
歩
み
を
い
ち
早
く
実
践
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
動
き
を
よ
り
強
固
な
も
の
と

す
る
た
め
、
将
来
的
に
市
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら

し
を
守
り
、
災
害
に
も
強
く
、
同
時
に
自
然
と
の
共

生
が
無
理
な
く
で
き
る
ま
ち
を
目
指
す
べ
く
、
市

民
・
事
業
者
と
一
体
に
な
っ
て
循
環
型
社
会
を
目
指

す
《
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
》
を
行
っ
た
の
で

す
」（
島
田
市
長
）

　

さ
ら
に
、
そ
れ
に
先
駆
け
る
令
和
２
年
10
月
１
日

に
は
、
九
州
最
大
の
風
力
発
電
所
《
串
間
ウ
イ
ン
ド

ヒ
ル
》（
運
営
は
九
電
グ
ル
ー
プ
が
全
額
出
資
す
る
串

間
ウ
イ
ン
ド
ヒ
ル
株
式
会
社
）
が
、
営
業
運
転
を
開

始
し
て
い
る
。

　
「
串
間
風
力
発
電
所
は
都
井
岬
か
ら
も
よ
く
見
え 杉の間伐材など木質バイオマスをフル活用するバイオマス発電所

日南海岸の植生の豊かさを象徴するソテツの北限自生地（都井岬）

「森と海の循環」のつなぎ役としても機能する串間市の代表的な河川・福島川

JANUARY 2022 市政 20



串間市　市 政 ル ポ

（宮崎県）

る
、
本
城
地
区
と
都
井
地
区
の
稜

り
ょ
う
せ
ん線

上
に
23
基
も

の
巨
大
な
風
車
が
並
ぶ
、
非
常
に
大
規
模
な
風
力

発
電
所
で
す
。
運
転
が
軌
道
に
乗
れ
ば
、
年
間

１
億
３
７
０
０
万
kW
／
ｈ
の
発
電
量
が
得
ら
れ
る
と

発
表
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
一
般
家
庭
４
万
６
０
０
０

世
帯
分
の
年
間
電
力
消
費
量
に
相
当
す
る
そ
う
で
す
。

　

令
和
３
年
10
月
１
日
時
点
の
串
間
市
の
人
口
は

１
万
６
４
８
６
人
、
世
帯
数
は
７
１
５
４
世
帯
で
す

か
ら
、
串
間
ウ
イ
ン
ド
ヒ
ル
の
創
出
す
る
風
力
発
電

の
力
が
い
か
に
大
き
な
も
の
で
あ
る
か
、
改
め
て
分

か
り
ま
す
」（
島
田
市
長
）

　

串
間
ウ
イ
ン
ド
ヒ
ル
の
23
基
も
の
巨
大
風
車
が
、

丘
上
の
尾
根
に
ず
ら
り
と
並
ぶ
雄
大
な
風
景
は
、
岬

馬
の
撮
影
の
た
め
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
都
井
岬
の

丘
上
か
ら
、
実
に
よ
く
見
渡
せ
た
。

　

崖
や
岩
礁
に
ぶ
つ
か
る
日
向
灘
の
白
波
を
眼
下
に

従
え
た
か
の
よ
う
な
九
州
最
大
の
風
力
発
電
所
の
雄

姿
は
、
串
間
市
が
本
格
的
に
踏
み
出
し
た
脱
炭
素
社

会
構
築
へ
の
歩
み
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
る
姿
勢
を
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
に
示
す
も
の
と
い
え

る
。
ま
た
今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
が
本
格
的
に
落
ち
着
い
た
際
に
は
、
串
間
市
が
積

極
的
に
展
開
す
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
新
名
所
と
し

て
も
、
国
内
外
か
ら
訪
れ
る
ツ
ー
リ
ス
ト
た
ち
の
人

気
と
支
持
を
得
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
（
※
串
間
市
は

平
成
29
年
２
月
、
九
州
で
は
初
と
な
る
国
の
《
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
地
域
》の
認
定
を
受
け
て
い
る
）。

地
域
活
性
化
の
多
彩
な
け
ん
引
役
が 

期
待
さ
れ
る《
道
の
駅
く
し
ま
》

　

こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
よ
う
に
、
森
と
海
の
循

環
を
軸
と
す
る
脱
炭
素
社
会
の
構
築
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

ま
ち
づ
く
り
を
、
令
和
３
年
10
月
の
市
長
就
任
２
期

目
の
開
始
以
後
、
加
速
し
つ
つ
あ
る
島
田
市
長
だ

が
、「
１
期
目
の
４
年
間
に
お
い
て
は
、
そ
こ
に
至

る
前
段
と
し
て
、
串
間
市
に
と
っ
て
長
年
の
懸
案
と

な
っ
て
い
た
事
業
を
幾
つ
か
集
中
的
に
完
遂
さ
せ
、

道
筋
を
構
築
」し
て
き
た
。

　

そ
の
代
表
的
な
事
例
と
し
て
は《
道
の
駅
く
し
ま
》

の
供
用
開
始
、
岬
馬
の
聖
地
・
都
井
岬
の
再
開
発
事

業（
観
光
拠
点
施
設「
都
井
岬
観
光
交
流
館
パ
カ
ラ
パ

カ
」
の
整
備
）、《
串
間
温
泉
い
こ
い
の
里
》（
串
間
市

の
食
の
魅
力
も
楽
し
め
る
温
泉
施
設
）
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
事
業
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

中
で
も
令
和
３
年
４
月
24
日
に
プ
レ
オ
ー
プ
ン
し

た
《
道
の
駅
く
し
ま
》（
計
画
さ
れ
て
い
る
施
設
の
う

ち
飲
食
・
物
販
施
設
と
情
報
館
の
み
の
先
行
開
業
）

は
、
日
南
線
・
串
間
駅
前
と
い
う
、
道
の
駅
と
し
て

は
異
例
の
立
地
条
件
だ
が
、
中
心
市
街
地
活
性
化
の

起
爆
剤
で
も
あ
る
。

　

ま
た
、
前
出
の
島
田
市
長
に
よ
る
２
期
目
就
任
の

あ
い
さ
つ
に
も
あ
っ
た「
防
災
拠
点
施
設
の
整
備
」の

一
環
で
あ
り
、
市
民
お
よ
び
観
光
客
を
含
め
た
幅
広

い
交
流
施
設
と
し
て
の
意
味
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
建

物
を
建
設
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
二
酸
化
炭
素
排
出

抑
制
を
図
る
た
め
に
、
国
の
事
業
「
二
酸
化
炭
素
排

出
抑
制
対
策
事
業
費
等
補
助
金
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル

目の前に志布志湾の穏やかな海が広がり、ロケーション抜群の高松キャンプ公園

都井岬に建設された観光拠点施設「パカラパカ」（「パカラパカ」は地元高校生が命名）

九州最大の風力発電所・串間ウインドヒルは脱炭素社会構築の推進源
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ギ
ー
電
気
・
熱
自
立
的
普
及
促
進
事

業
）」を
活
用
し
て
、
地
下
水
熱
を
利

用
し
た
空
調
設
備
を
導
入
す
る
な

ど
、
脱
炭
素
の
ま
ち
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
の
意
味
も
小
さ
く
な
い
。

　
「《
道
の
駅
く
し
ま
》
は
、
令
和
元

（
２
０
１
９
）年
度
か
ら
建
設
を
進
め

て
き
た
、
串
間
市
に
と
っ
て
待
望
の

交
流
拠
点
施
設
で
す
。
先
行
開
業
し
た
飲
食
・
物
販

施
設
は
す
で
に
大
き
な
集
客
力
を
発
揮
し
て
い
ま

す
。
観
光
案
内
所
を
設
置
し
た
情
報
館
も
、
交
通
情

報
・
観
光
情
報
を
随
時
伝
え
る
大
型
モ
ニ
タ
ー
の
ほ

か
、
高
品
位
の
ト
イ
レ
や
授
乳
室
な
ど
の
設
備
も
充

実
し
て
お
り
、
観
光
客
か
ら
ご
好
評
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

現
在
工
事
を
進
め
て
い
る
残
り
の
施
設
は
、
多
世

代
間
の
交
流
が
で
き
る『
市
民
交
流
施
設
』と
、
屋
根

付
き
で
天
候
に
左
右
さ
れ
ず
に
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開

催
で
き
る『
イ
ベ
ン
ト
広
場
』で
す
。
こ
ち
ら
も
令
和

３
年
度
内
に
は
完
成
し
、
令
和
４（
２
０
２
２
）年
度

の
当
初
か
ら
開
業
予
定
で
す
。

　

緊
急
事
態
宣
言
が
全
国
で
解
除
さ
れ
た
現
在
、
こ

れ
か
ら
は
新
し
い
生
活
様
式
を
踏
ま
え
た
観
光
交
流

の
新
た
な
時
代
の
幕
開
け
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
そ
の

際
に
は
さ
ら
に
、《
道
の
駅
く
し
ま
》の
真
価
が
よ
り

発
揮
さ
れ
て
い
く
も
の
と
、
大
い
に
期
待
し
て
お
り

ま
す
」（
島
田
市
長
）

　
《
道
の
駅
く
し
ま
》
の
周
辺
に
は
、
例
え
ば
築

１
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
誇
り
、
南
那
珂
地
域
の
銘

木
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て
建
て
ら
れ
た
国
指
定
重
要

文
化
財
《
旧
吉
松
家
住
宅
》（
※
吉
松
家
は
代
々
庄
屋

を
務
め
る
な
ど
し
た
地
元
の
名
家
で
、
串
間
市
誕
生

以
前
の
旧
福
島
町
時
代
か
ら
村
長
や
県
議
、
代
議
士

な
ど
の
名
士
を
多
数
輩
出
）
が
、
徒
歩
５
分
の
至
近

距
離
に
あ
る
。

　

さ
ら
に《
道
の
駅
く
し
ま
》を
拠
点
に
、
串
間
市
で

は
「
道
の
駅
〜
都
井
岬
〜
串
間
温
泉
い
こ
い
の
里
〜

高
松
キ
ャ
ン
プ
公
園
（
令
和
３
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
キ
ャ
ン
プ
場
）」と
い
っ
た
、
串
間
市
の
代
表
的

な
観
光
ル
ー
ト
を
巡
る
、
エ
コ
ツ
ア
ー
の
要
素
も
ふ

ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
た
周
遊
観
光
コ
ー
ス
の
準
備
を

進
め
て
お
り
、
今
後
の
展
開
が
楽
し
み
だ
。

東
九
州
自
動
車
道
が
も
た
ら
す 

波
及
効
果
と
環
境
共
生
都
市
へ
の
道
筋

　

ま
た
、《
道
の
駅
く
し
ま
》に
期
待
さ
れ
る
機
能
は
、

そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
東
九
州
地
方
で
は
、

全
域
の
発
展
に
不
可
欠
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、

北
九
州
市
小
倉
南
区
を
起
点
に
福
岡
県
・
大
分
県
・

宮
崎
県
・
鹿
児
島
県
を
、
周す
お
う防

灘
・
豊
後
水
道
・
日

串間市の交流拠点、防災拠点など多彩なミッションを兼ねた「道の駅くしま」

しっとりとした感触が人気の美人の湯「串間温泉いこいの里」

「道の駅くしま」の背後地で建設が進む
「市民交流施設」
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串間市　市 政 ル ポ

（宮崎県）

向
灘
・
志
布
志
湾
沿
い
に
縦
断
す
る
東
九
州
自
動
車

道
の
建
設
が
、
平
成
時
代
に
入
る
直
前
か
ら
断
続
的

に
進
め
ら
れ
て
き
た
。
全
線
開
通
が
い
つ
に
な
る
か

は
予
断
を
許
さ
な
い
も
の
の
、
全
通
す
れ
ば
《
道
の

駅
く
し
ま
》
の
拠
点
性
は
、
よ
り
格
段
に
高
ま
る
は

ず
だ
。

　

折
し
も
令
和
２
年
７
月
29
日
、
国
土
交
通
省
は
東

九
州
自
動
車
道
建
設
に
付
随
し
て
計
画
さ
れ
た
「
日

南
市
〜
串
間
市
〜
志
布
志
市
」
間
の
バ
イ
パ
ス
整
備

区
間
に
設
置
す
る「
日
南
東
郷
Ｉ
Ｃ
」（
日
南
市
）お
よ

び「
奈
留
Ｉ
Ｃ（
仮
称
）」（
串
間
市
）に
つ
い
て
、
上
下

線
ど
ち
ら
か
ら
で
も
出
入
り
で
き
る
フ
ル
Ｉ
Ｃ
化
へ

の
計
画
変
更
を
発
表
し
て
い
る
。

　
「
こ
れ
は
串
間
市
に
と
っ
て
、
非
常
に
大
き
な
朗
報

と
い
え
ま
す
。
例
え
ば
奈
留
Ｉ
Ｃ
の
場
合
、
当
初
は

志
布
志
市
方
面
と
の
出
入
り
し
か
で
き
な
い
計
画
で

し
た
。
も
と
も
と
フ
ル
Ｉ
Ｃ
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い

た
串
間
Ｉ
Ｃ
の
存
在
と
合
わ
せ
、
交
通
利
便
性
の
向

上
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
串
間
市
の
防
災
対
策
、
経

済
発
展
対
策
、
医
療
対
策
な
ど
の
機
能
も
、
大
き
く

向
上
し
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
」（
島
田
市
長
）

　

実
際
、
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
な
、
台
風
な
ど
自
然

災
害
の
被
災
に
よ
り
、
従
来
の
国
道
や
鉄
道
が
不
通

に
な
っ
た
と
し
て
も
、
東
九
州
自
動
車
道
が
全
通
し

て
い
れ
ば
、
他
地
区
へ
の
移
動
・
避
難
の
経
路
も
格

段
に
広
が
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
島
田
市
政
・
２
期
目
の
令
和
６

（
２
０
２
４
）年
11
月
、
串
間
市
は
市
制
施
行
70
周
年

の
節
目
を
迎
え
る
。
そ
の
節
目
を
迎
え
る
ま
で
に
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
ぜ
ひ
実
施
し
て

い
き
た
い
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
島
田
市
長
は
「
子

ど
も
た
ち
へ
の
環
境
教
育
の
拡
充
」
を
挙
げ
た
。
脱

炭
素
社
会
の
構
築
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
に
は
、
よ
り
多
く
の
市
民
に
よ
る
共
通
認
識

の
醸
成
が
不
可
欠
だ
が
、「
そ
の
核
と
な
る
の
は
子

ど
も
た
ち
だ
か
ら
」（
島
田
市
長
）

　

環
境
共
生
都
市
を
育
む
当
事
者
を
育
て
、
地
域
へ

の
愛
着
を
育
む
と
い
う
意
味
合
い
と
共
に
、
子
ど
も

た
ち
へ
の
環
境
教
育
の
拡
充
は
、
大
人
た
ち
の
共
通

認
識
醸
成
へ
の
波
及
効
果
を
確
実
に
も
た
ら
す
力
が

あ
る
。

　

昭
和
29
（
１
９
５
４
）
年
11
月
の
市
制
施
行
時
に

４
万
１
７
２
６
人
だ
っ
た
串
間
市
の
人
口
は
、
令
和

３
年
11
月
１
日
現
在
、
１
万
６
４
６
１
人
と
大
き
く

減
少
し
て
い
る
。
串
間
市
の
最
大
の
地
域
資
源
で
も

あ
る「
森
と
海
の
循
環
」に
よ
る
、
脱
炭
素
社
会
の
構

築
お
よ
び
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
は
、
自

然
環
境
を
地
球
温
暖
化
な
ど
に
よ
る
破
壊
か
ら
護ま
も

る

試
み
で
あ
る
と
同
時
に
、「
人
口
減
少
に
対
す
る
最

大
の
抑
止
力
と
も
な
る
は
ず
」（
島
田
市
長
）

　

日
本
全
体
が
不
可
避
的
人
口
減
少
時
代
を
迎
え
て

い
る
今
、
九
州
南
東
端
の
串
間
市
で
、
地
球
環
境
の

改
善
を
念
頭
に
、
地
域
特
性
を
フ
ル
に
生
か
し
つ
つ

実
践
さ
れ
て
い
る
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
へ
の
取

り
組
み
は
、
多
様
な
意
味
で
、
要
注
目
だ
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤
隆
／
取
材
日
＝
令
和
３
年
10
月
28
日
）

地球環境を身近な教材で学ぶSDGsの学習は小学生たちにも大人気

創立100周年を迎えた地元唯一の高校・県立福島高校でのSDGsの授業
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